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（1）によってTEを決定したら、次のような  

DEAモデルを用いてOEの測定を行う。  

1．はじめに   

CharneSらによって最初に提唱されたDEA法  

は、多大なアルゴリズム的努力を要求するため、  

効率的なDEAアルゴリズムの発展は重要であ  

る。   

この論文の目的は、DEAのユニークな構造を  

利用し、効果的に設計されたDEAアルゴリズ  

ムを発展させることである。このDEAアルゴ  

リズムは、生産経済学においてFa汀ellによって  

定義された、効率性測定分析に関する三つの概  

念（即ち、技術効率性（TE）、コスト効率性（OE）、  

配分効率性（AE））を、少ない計算努力や計算時  

間で測定することができる。  

2．二つのⅠ姐A・モデル   

ここでは、Fa汀ellの効率性に関する三つの概  

念を測定するために設計された二つのDEAモ  

デルを紹介する。  

mlnlmlZe 躯  

Sutjectto －X＾十X≧0，  

】玖  ≧杓，  

eTÅ ＝1，  

Å≧Oandズ≧0，  

（2）  

T 
ここで、鬼＝（ズ1，ズ2，…，ズ研）は昂に対してコス  

トを最小化するインプットベクトルを表す列  

ベクトルで、昂＝（ク10，乃0，…，ク椚0）はDMU。の  

観測されたインプットプライスベクトルを示  

している。数学的には、DMU。のOEは次のよ  

うに表される。  

＊＿＊ OE＝q／q＝朋／昂範  
（3）  

mlnlmlZe  β  

Su切ectto －X＾十OXb≧0，  

】仇  ≧拘，  

eTÅ   ＝1，  

Å≧0andOisunrestricted，  

－＊ ここで、昂が与えられたら、ズは（2）によっ  
て測定されるコスト最小化インプットベクト  

ルである。さらに、AEはAE＝OEqEによって  

計算される。  

1tア。ル＝ブリズム戦略   

DEAのユニークな特徴は、TE、AE、OEの程度  
がDMUoの活動と効率的フロンティアから得  

られる活動とを比較することで決定されると  

いうことである。つまり最初の段階でTEを持  

つDMUを見つけることが効率的アルゴリズム  

の設計において重要な鍵となる。提唱されるア  

ルゴリズムはTE、AE、OEの測定に関して四つ  

の主だったプロセスを持っている。  

（1）  

ここで、ズ＝［旦，ズz，…，ズ〃】はインプットの  

∽×〝行列、y＝閏，ち，…，㍍］はアウトプットの  

∫×〝行列、eTは成分が全てrl」の行ベクト  
ル、そして入は効率的フロンティアを構成する  

のに用いられる列ベクトルを表わしている。  

＊ （1）の最適なβ値はDEA効率性、あるいは  
DMU。のTEを示しており、その生産活動  

（範，杓）と他の活動（弟，ち），ノ＝1，…，〃とを比較  

することにより決定される。  
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残る0Åjに関する列の数は今〃e（スノU∈句の  

列の数）である。   

3．3J云に属するDMUsのTE測定  

Jnに属するDMUsのTEを測定した後、アル  

ゴリズムはÅノU∈叩こ関する列だけ残したま  

ま、Jdに属するそれぞれのDMUのTE測定に  

関して（1）を適用する。全列数を減らすことによ  

ってDEAアルゴリズムの効率化を図る事がで  

きるのは明らかである。三段階目が終了すると、  

Jに属する全てのDMUに関するTE測定が完了  

する。   

3．4 すべてのDMUsのOE測定   
最後に、（2）のシンプレックス表において  

AノU∈gリガりに関する列を維持しながら、J  

に属する全てのDMUのOEを測定する。列の  

数を減らすことに加えて、（2）のアルゴリズム的  

な特徴として、n個のDMUのOEを測定するの  

に同じアルゴリズム過程を〃回線り返す際、ア  

ルゴリズムは右辺（RHS）とコストベクトル（CV）  

だけしか変化しないため、感度分析によく似た  

計算上の枠組みを用いることで計算上の努力  

を相当に減らすことができる。  
＊   

またOE＝Ck／Ck、AE＝OE汀Eであり、これら  

の付加的な計算は簡単な分類過程で実行する。  

4．結果と結論   

この論文は、Farrellによって提唱されたTE、  

AE、OEを二つのDEAモデルを用いて測定する、  

効果的に設計されたアルゴリズム手続きを説  

明した。アルゴリズムの中で、データ集合は六  

つの独特な部分集合に分けられ、それぞれは異  

なった計算戦略で解かれる。アルゴリズム戟略  

の結果として、提唱されたアルゴリズムは通常  

の改訂シンプレックス法によって要求される  

CPU時間の50％以下でDEA問題を解くことが  

できた。モンテカルロシミュレーション研究に  

よって特殊設計アルゴリズムの計算上の効率  

性が証明された。  

3．1分類   

最初に、準備段階として、アルゴリズムはす  

べてのDMU集合Jをんとん（J＝J〝リノd）に  

分ける。Jムとんを決定するために、この研究は  

Paretoによって提唱された優位性（dominance）  

の概念を用いる。これは簡単なべクトル比較で  

表現される。   

T   
軋，…，ズ画，一叫，…，－ヅ豆】   

≧【町，…，旬・，つ力′，‥・，づヵ′］T・ （4）  

（4）の場合、DMUjはDMUj，によってドミネ  

イト（dominate）されている。（4）を用いて、Jは  

次のように二つの部分集合に区分される。   

Jd＝ijlthereexistssomej’hatsatis丘es（4））  

肌dJ〃＝ノーん・  （5）   

んはさらに四つの部分集合に、んは二つの部  

分集合に分類される。これらの部分集合は次の  

ように表現される。  

ん＝ガリg′∪肪′∪肝′，ん＝躇∪肝．（6）   

このとき、且、且′は効率的フロンティアを構成  

するのに必要なDMUの集合として定義される。   

今、んに属する〝1個のDMUと克に属する  

〝2個のDMUを仮定する（〝＝〝1十〝2）。準備段階  

では、一時的にÅノU∈克）に関する列を（1）のシ  

ンプレックス表から除外する0Åノに関する列の  

数は、今、〝（入ノU∈J）の列の数）から〃1  

（ÅノU∈ん）の列の数）に減らされている0   

3．2 んに属するDMUsのTE測定   

次に、（1）を用いてんに属するそれぞれの  

DMUのTEを測定し、勺り∈g′u上古′∪肝′）に  

関する列を、その三つの部分集合に属するDMU  

を確認しながら徐々にシンプレックス表から  

削除する。結果的に、第二段階の最後ではシン  

プレックス表にはÅノU∈句に関する列だけが  
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